
平成２４年度環日本海文化交流史調査研究集会の記録

研究集会の目的

日本海沿岸の各地では、毎年、新たな遺跡の発見が相次いでいます。石川県でも、これまでの調査

研究により蓄積した成果は膨大な量にのぼり、これをどのように活用するかが課題となっております。

本県ではこうした研究成果を活用し、また、日本海沿岸各地の歴史的理解をとおして、本県の歴史・

文化を研究することを目的に「環日本海文化交流史調査研究集会」を開催いたしております。本年度

は「弥生時代の墓」をテーマとして、日本海沿岸の弥生時代の墓制を整理することで被葬者と社会集

団を探り、地域間交流を明らかにしたいと考え、次の内容で研究集会を開催しました。

研究集会の内容

１ テーマ 「弥生時代の墓」

２ 趣 旨 大陸から北部九州へ伝わり日本列島を東へと広まった弥生文化は、各地に新しい生活

と社会形成をもたらし、日本海沿岸域は、その主要な伝播ルートの一つと推定されている。

今年度の研究集会では、日本海沿岸域を通じて認められる弥生時代の墓制を整理する

ことで、埋葬された人々と社会集団を探り、その特徴から地域間の交流を明らかにする

ことを目的としたい。

３ 内 容 ・開会の挨拶

・地域別報告

九州地方 福岡県 常松幹雄 （福岡市経済観光文化局埋蔵文化財調査課）

山陰地方 鳥取県 松井 潔 （財団法人鳥取県教育文化財団調査室）

近畿地方 京都府 肥後弘幸 （京都府教育庁文化財保護課）

北陸地方 福井県 前田清彦 （鯖江市教育委員会文化課）

石川県Ⅰ 下濱貴子 （小松市埋蔵文化財センター）

石川県Ⅱ 林 大智 （財団法人石川県埋蔵文化財センター）

富山県 青山 晃 （公益財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化

財調査事務所）

新潟県 加藤由美子（長岡市教育委員会）

東北地方 青森県 木村 高 （青森県埋蔵文化財センター）

・討論

４ 期 日 事前の打合 １０月２５日（木）（午後３時～、当センター会議室）

研 究 集 会 １０月２６日（金）（午前９時～午後４時３０分）

資料見学会 １０月２７日（土）（午前９時～１２時）

５ 場 所 石川県埋蔵文化財センター 研修室

６ 参集者 当法人職員、県内外の埋蔵文化財関係者、考古学研究者、大学生等の９０名

なお、本年度の研究テーマの「弥生時代の墓」は、平成２０年度に開催した研究集会「弥生時代の家

と村」と関わるものである。
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北部九州を起点とした弥生時代の墓制

常松 幹雄（福岡市経済観光文化局 埋蔵文化財調査課）

はじめに

北部九州の墓と副葬品の在り方は、東アジアにおける時代背景や交流の状況を反映している。ここ

では、まず「１北部九州における墓の変遷」で主要墓群の状況を概観し、「２有力層墓の出現と区画

墓の機能」で有力層墓の特徴を明らかにする。そして「３朝貢国から外臣へ」では、漢帝国との関係

のなかで倭人社会の画期を見出す。「４東アジアにおける弥生後期の墓制」について後期の墓制から

看取される情報を分析して結びとする。

１ 北部九州における墓の変遷（表１）

北部九州の墓制を象徴する甕棺墓は、現在３万基近くが確認されている。そのうち成人用の大型甕

棺（成人棺）は全体の３分の１で、およそ１万基にのぼる（小池２０１０）。集団墓における主体部の構

成は、地域や時期によって異なり、甕棺墓と木棺墓（石槨墓を含む）や石棺墓（石蓋土壙墓を含む）

などと共存する場合が多くみられる。表１は、北部九州の主要墓群の変遷を平野や主要水系ごとに配

したもので、主体部の構造を、Kは甕棺墓、Mは木棺墓、Sは石棺墓の略で示したものである。

表１ 北部九州における主要墓群の様相

時期 唐 津 糸 島 早 良 福岡・糟屋 筑 紫 佐 賀 宗 像 遠賀川流域 周縁地域

�
（前）

遼
寧

大友M
葉山尻 S

新町K･M
石崎矢風
K･M

入部K
藤崎M
田村K

雑餉隈M
下月隈天神森
M･K

峯M
中寺尾・剣塚
K

久保泉丸山 S
礫石 BS

田久松ヶ浦
M

�
（後）

朝
鮮
細
型
銅
剣
文
化
複
合

宇木汲田K・
中原K

志登・新町
K･M

藤崎K
吉武K

伯玄社・金隈
K･M
松ヶ迫K

中寺尾・剣塚 東山田一本
杉・増田

久原M 宇久松原K・
笛吹K（五島）

�
（前）

徳須惠K
宇木汲田K

飯氏K･M
石崎K

吉武高木・吉
武大石K･M
岸田K・有田
K・野方久保
K

板付田端K
金隈K
皇石K・馬渡
束ヶ浦K

大木・三沢ハ
サコの宮K
国分松本K

東山田一本杉
K
尼寺一本松K
本村籠K

朝町竹重M 金丸M
慶ノ浦

里田原（北松
浦）
金海K（慶南）
梶栗浜M（長
門）
白寿K（薩摩）

�
（後）

宇木汲田K 久米K
向原K

吉武大石
K･M
岸田K･M

比恵K･M
諸岡K
門田K・金隈
K

永岡K
国分松本K

吉野ヶ里墳丘
墓K・柚比
K･M
高志神社K

朝町竹重M
田熊石畑M

金丸
慶ノ浦・原田

石田大原（壱
岐）・神 ノ 崎
（五島）

�

前
漢
文
化
複
合

宇木汲田K 西古川K、
飯氏K

吉武樋渡K
浦江K

須玖岡本
門田・金隈

隈・西小田
国分松本

吉野ヶ里墳丘
墓・柚比

久原M 鎌田原K･M

�
（前）

中原K 井原塚廻K、
三雲南小路K

吉武樋渡K
東入部K
岸田K

須玖岡本D
地点K
上月隈K

東小田峯
隈・西小田

吉野ヶ里墳丘
墓K

冨地原梅木
SK

立岩K
鎌田原K･M

吹上K（日田）
富の原K（大
村）
景華園K（島
原）

�
（後）

中原K 三雲南小路K 有田１１７次
丸尾台K
浦江谷K

門田K
弥永原K

立明寺K
道場山K

二塚山・柚比
K･M

冨地原梅木
M
朝町竹重M

立岩K

�
（前）

新
・
後
漢
文
化
複
合

桜馬場K 井原鑓溝K
三雲・井原ヤ
リミゾM･K

有田１１７次K
西新町K
浦江谷K

須玖岡本B・
宝満尾M・宮
の下K
弥永原M･K

道場山K
吉ヶ浦K

二塚山K
三津永田K
石動四本松

朝町竹重M 五穀神社 S
笹原石棺墓

地 蔵 堂 S（長
門）
塔 の 首 S（対
馬）

�
（後）

中原M･K 飯氏K－７
平原１号墓M
泊熊野K

野方塚原K 曰佐原 S 良積K 椛島山 S
尼寺一本松K
城原三本谷 S

徳重高田 S 原田 S－１ 原ノ久保（壱
岐）・前 田 山
（京都）

� 三
国

東二塚K
東五反田K
三雲寺口 S－
２

野方中原 S
野方塚原K

博多遺跡群K 良積K
祇園山 S･K

徳永川の上 S
（京都）

※ 時期区分は、�期：早期～前期 �期：中期初頭～前葉 �期：中期中葉 �期：中期後葉 �期：後期 �期：終末・古墳早期とする。
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２ 有力層墓の出現と区画墓の機能（図１）

弥生時代の集団墓のなかで副葬品を有するものや副葬品はないが集団墓のなかで墓壙が立派で、墓

群の中心に位置する墓は、有力層墓とよばれる。北部九州において有力層墓の萌芽は、磨製石剣や柳

葉形磨製石鏃を副葬する支石墓や石槨墓などが出現する弥生早期から前期の古段階に認められる。

墳丘や溝によって周囲の墓群と差別化をはかる区画墓は、筑紫の峯遺跡（福岡県筑前町）のように

弥生前期前半には出現し、�期前半には板付田端、�期後半には�期・�期まで存続する吉野ヶ里遺
跡の墳丘墓、�期には吉武樋渡で墳丘墓が造営される。
弥生中期に、青銅の武器の副葬が始まると有力層墓は多様化し、副葬品や墓の構造などの面で重層

性が顕著となる。そして中期後半（�期）に有力層墓のなかで副葬品と装身具が際立ち、墳丘や標石
など突出した構造をもつ厚葬墓が出現した。三雲南小路と須玖岡本D地点である。区画墓を構成す

る墳丘や区画溝、標石は、厚葬墓と周囲の墓群を差別化するための装置と捉えることができる（常松

２０１１）。

３ 朝貢国から外臣へ

「楽浪海中有倭人、分為百余国、以歳時来献見云」『漢書』地理誌には、倭人が東夷の絶域から皇

帝の徳を慕って朝貢を行なった様子が記されている。前１世紀、倭人は、朝貢国として前漢に容認さ

れ、銅鏡や璧、辰砂、鉄素材など漢代の文物の流入を推し進めた。そして漢式鏡などを有力層の間で

再分配し、墓に副葬することで権威を継承するシステムを確立した。

１世紀前後の北部九州は、漢からみれば東夷からの情報の起点であり、本州・四国にとっては東ア

ジア世界への門戸としての役割を担っていた。５７年、北部九州を領域とする「倭奴国」は、対外交渉

の主導権を握り、金印『漢委奴国王』の入手を果たす。志賀島（福岡市東区）で発見された金印は、

『後漢書』「倭伝」の印綬に該当する。弥生中期後半の倭人は、「漢帝国の周縁部の種族」であり、朝

貢国の域を出なかった。一方金印下賜は、「東夷の外臣」として皇帝を頂点とする秩序に組み入れら

れたという点で画期である。

４ 東アジアにおける弥生後期の墓制

２・３世紀代に吉備、出雲、伯耆、丹後、東海など各地で造営された大型墳丘墓は、平野や水系を

単位とする盟主の誕生を示唆している。それら大型墳丘墓は、同時期の北部九州の有力層墓を凌駕す

る規模といわれる。しかし北部九州では、吉野ヶ里や吉武樋渡の墳丘墓のように前２～１世紀代（�
期後半から�期）に、大型墳丘墓（区画墓）の段階を経ていることを忘れてはならない（図１）。
『魏志倭人伝』の「其死有棺無槨、封土作冢」その遺体に棺はあるが槨はなく、盛土をして塚をつ

くる、という記述は、棺や副葬品をおさめるための「槨」をもたない倭人の墓制を貶めているのでは

なく、薄葬が尊ばれた三国時代の風潮の中で倭の墓制を高く評価したものとされる（渡邉２０１２）。後

漢鏡が集中する弥生後期の有力層墓は、「イト」の井原鑓溝と平原１号墓が傑出し、その間をうめる

有力層墓は三雲・井原遺跡群で継続的に造営された。「イト」における後期の有力層墓は、埋葬主体

に銅鏡を集中副葬するが区画墓の規模は抑えられている点で、倭人伝の記述とも矛盾しない。

まとめ

金印『漢委奴国王』の印文と『魏志』に登場する「奴国」、文字は同じだが、そこには２世紀近い

時間的な隔たりがある。１世紀代に金印を入手したのは「倭奴国」（冨谷２０１２）で、制海権を考慮す

れば壱岐・対馬から五島までの島嶼を含む北部九州である。その中心は、青銅器やガラス製品の工房

址が集中する福岡平野の「ナ」と厚層墓が分布する糸島地域の「イト」と考えられる。両者は役割を

補完しながら外交や生産の中枢として機能したのであろう。
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２世紀後半の「倭国大乱」を経て、３世紀前半になると「倭王」卑弥呼による機構の再編が行われ

た。北部九州は、女王国からおくられた大率によって分断・解体された。『魏志』に登場する「奴国」

が１世紀代に「倭奴国」を構成した「ナ」に相当することは、�期後半の墓制と副葬遺物の傾向から
類推されるのである。

【引用・参考文献】

小池史哲（編）２０１０「甕棺墓遺跡 日本編」『東アジアの甕棺墓』国立羅州文化財研究所

常松幹雄 ２０１１「墓と副葬品の変貌」『弥生時代の考古学』３、同成社

冨谷 至 ２０１２「四字熟語の中国史」岩波新書 １３５２

渡邉義浩 ２０１２『魏志倭人伝の謎を解く』中公新書 ２１６４

第１図 北部九州における区画墓の変遷
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山陰地方における弥生時代の墓制～弥生時代後期を中心に～

松井 潔（財団法人鳥取県教育文化財団調査室）

山陰地方の墳丘墓の特性（表）

山陰地方の墳丘墓の特性は、四隅突出型墳丘墓は通時的には全体の半数弱だが、出雲地域で王墓と

呼ぶに相応しい大型の四隅突出型墳丘墓が築造され始める５期以降に限ると約６割を占める。即ち、

「山陰地方の墳墓＝四隅突出型墳丘墓」という概念は５期以降にこそ相応しいといえよう。また、大

型の墳丘墓は潟湖を見下ろす立地が多いのも大きな特徴である。

因幡 E地域では、C地域では認められない重層的な首長墓の系列を辿ることができることが大きな

特徴である。また、B地域とD地域の墳丘墓群で築造方法、埋葬施設上への土器破砕供献等、北近

畿の墓制との親縁性が認められることも特徴である。

伯耆東部 F地域とH地域の墳丘墓は、①両地域とも４期までは原則として四隅突出型墳丘墓だが、

５期に平面方形の墳丘墓に転換、②H地域では墳丘墓の主体部に副葬品を伴わないが、F地域では

多量の玉類や鉄製品が出土、という差異が認められるのが特徴である。F地域がこうした多彩、多量

な副葬品をもつ理由の手がかりが棺形式にある。少なくとも三主体で用いられた舟底形木棺は丹後の

首長墓で採用される棺形式なので、北近畿の有力首長と親縁な関係を持っていたことが窺われる。

伯耆西部 伯耆西部では L地域とM地域で多くの墳丘墓が築かれる。特性は、①M地域の洞ノ原墳

丘墓群では中期末にあたる１期に突出部の未発達な四隅突出型墳丘墓が出現、備後系の供献土器が出

土するので、山間地から沿岸部への四隅突出型墳丘墓の拡散に際して日野川が経路となったとみてよ

い点、② L地域とM地域の墳丘墓には高地性の環壕集落が隣接する立地において共通性があり、こ

の地域では集団間の緊張関係を契機に首長への一層の権力集中が進行していたことを窺わせる点、③

四隅突出型墳丘墓が墳丘墓の形式としては継続せず、概ね３期ないし４期を境に（長）方形プランの

墳丘墓に変化する点があげられる。

出雲東部 能義平野では、飯梨川下流左岸の独立丘陵や尾根上に、５期以降の大型の四隅突出型墳丘

墓が累代的に築造される一方、伯太川流域では、独立山塊の城山や丘陵上を中心に２期以降の平面形

態が方形、不定形で小規模な墳丘墓等が築造される。前者の地域での大型の四隅突出型墳丘墓の築造

開始を能義平野の地域集団における階層社会の顕在化の結果と考えると、従来の墓域である後者の地

域から四隅突出型墳丘墓の立地を分離することで、権力の隔絶化を図ったのではないかと考える。

出雲西部 出雲西部でも５期以降、簸川平野を眼下に望む西谷丘陵上に大型の四隅突出型墳丘墓が累

代的に築造される。うち西谷３号墓（５期）は、埋葬施設の構造、副葬品及び供献土器の質、量で他

の墳丘墓を圧倒する。供献土器には北近畿系の土器が一定量含まれる上、第４主体の供献土器の中や

墳丘の周辺からは、特殊器台、特殊壺の破片も相当量見つかっている。

一方、丘陵下の簸川平野では、沿岸部最古の四隅突出型墳丘墓、青木４号墓を起点に青木遺跡、中

野美保遺跡で小規模な四隅突出型墳丘墓が後期後葉まで継続的に築造される。山陰地域の中では唯一

この地域だけが、四隅突出型墳丘墓を一貫して築造し続ける中で後期中葉以降階層性が顕在化し、王

墓たる属性を備えた四隅突出型墳丘墓が丘陵上に隔絶化された。

なお、研究集会で報告した弥生後期墓制の階層性については、紙幅の都合で図を掲載するにとどめ

本文は割愛する。
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近畿北部の弥生墓制

肥後 弘幸（京都府教育委員会）

１ はじめに

近畿北部は、旧国の丹後、但馬及び北丹波、兵庫丹波の地域にあたる。この地域はもとは、「タニ

ハ」もしくは「タニワ」と呼ばれた地域で、丹後という国名は登場するのは、７１３（和銅６）年の丹

波分国からである。分国以前の丹波の中心は丹後にあったようで、倭名類聚抄に記された丹波郡は現

在の京丹後市峰山町及び大宮町にあたると推定される。この地域では非常に多くの墳墓が調査され、

その変遷が明らかになっている。

２ 多様な中期の墳墓

弥生時代前期末の墳墓が山の上から２つ見つかっている。前期末から中期初頭にかけての二重環濠

をもつ高地性集落として著名な扇谷遺跡と谷を挟んだ丘陵上に七尾遺跡があり、２基の方形台状墓が

検出された。豊岡市駄坂舟隠遺跡では、眼下に前期末から中期初頭の川原遺跡のある丘陵頂部から同

時期の方形周溝墓８基が見つかっている。平地の少ないこの地域の特徴を示すのか台状墓と方形周溝

墓という形態の差はあるものの丘陵の上に築かれたという共通点がある。

中期になると台状墓、方形周溝墓に加えて円形周溝墓及び方形貼石墓の４種類の墓が存在する（第

１図）。中期中葉以降、墓域はいずれも集落に隣接して築かれている。京丹後市奈具・奈具岡遺跡群

では、３つの居住域、２つの工房、２つの墓域そして水田域の関係が明らかになっている。２つの墓

域は、いずれもムラの有力者の墓と考えられ、ムラ奥部にまず３基の２０×１０mの長方形台状墓（周

溝墓）が営まれ、７人＋７人＋２人埋葬されている。その後、ムラの入り口には、２基の方形貼石墓

が築かれるようだ（第２図）。舞鶴市志高遺跡では、中期中葉から居住域の西側に方形周溝墓群が営

まれはじめ、中期の後葉も方形周溝墓は造営されるが、あわせてムラの東側に川を挟んで方形貼石墓

群が営まれる。後期初頭になるとムラは小さくなり、墓域は丘陵の上に移動している（第３図）。

さまざまな墓制の中でその頂点にあるのが方形貼石墓である。近畿北部では、８遺跡１３例を数える

が、拠点集落に伴う例が多い。日吉ヶ丘遺跡（第４図中）と寺岡遺跡（同左）の方形貼石墓は、同規

模で長辺３２m前後・短辺２０m前後と弥生時代中期の墳墓としては全国的には吉野ヶ里北墳丘墓に次

ぐ規模である。前者には埋葬施設１つのみが設けられ６７７点以上の碧玉管玉が出土した。後者には、

大小３基の埋葬施設が営まれていた。

３ 近畿北部の後期の墓制

方形貼石墓を頂点とした多様な墓制を持っていた近畿北部であるが、後期に入ると新たな「台状墓

の墓制」が誕生している。近畿北部の中期の大きなムラはいずれも後期にまで続かず、後期の集落様

相は明らかでない。一方、墓域は集落から離れ、山の上に営まれるがその様相は中期とは全く異なり、

斉一性が高く近畿北部に広く分布する（第５図）。後期の墓制の特徴は、次の４つである。まず、第

１は、居住域から離れた丘陵上に墳丘の区画の明瞭でない台状墓を築いていることである。第２の特

徴は墳丘内に大小多数の埋葬施設があることである。付表は、後期前葉の墳墓群を抽出し、成人、若

年、乳幼児の比率を求めたものである。各墳墓群で微妙に構成に違いがあるが、総数１５０の埋葬施設

に対して、成人が７１、小児・青年が１７、乳幼児が４１である。乳幼児の死亡率が高い未開社会としては、

平均的な年齢構成と考えられ、親族墓と考えられる。第３の特徴は墓壙内破砕土器供献と呼ばれる土

器供献儀礼が徹底して実施されていることである。その分布範囲こそが近畿北部の勢力範囲であり、

高槻市古曽部遺跡、福井市小羽山墳墓群、長岡市屋鋪塚遺跡など遠方にも知られる（第９図）。第４
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の特徴はガラス勾玉・小玉などからなる装身具と鉄製武器・工具類を副葬することである。

そしてこの墓制の中には、副葬品豊かな王墓の存在が明らかになっている。この墓制を始めた三坂

神社３号墓（第６図）、ガラス釧・銅釧１３・鉄剣１１振りなど多数の副葬品をもつ大風呂南１号墓（第

７図）、東西３６、南北３９m、高さ４mを測る巨大な方形墳丘を持つ赤坂今井墳墓（第８図）は、大陸

との交易で栄えた近畿北部の歴代の王の墓と考えられる。

第１図 前期～中期のさまざまな墓制の分布

第３図 志高遺跡の居住域と墓域の変遷
上：中期中葉、中：中期後葉、下：後期初頭

第２図 奈具・奈具岡遺跡群の集落構造

第４図 近畿北部の主要な方形貼石墓
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付表 近畿北部の主要な後期前葉の墳墓群の被葬者

第５図 近畿北部の弥生時代後期の墳墓

第６図 京丹後市三坂神社墳墓群と３号墓第１０主体部 第７図 与謝野町大風呂南墳墓群と１号墓第１主体部

第９図 墓壙内破砕土器供献をする後期の墳墓

第８図 京丹後市赤坂今井墳墓
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福井県における弥生時代の墓

前田 清彦（鯖江市教育委員会）

１ 墓制の変遷

（１）弥生時代中期の様相

方形周溝墓の波及（第１・２・３図）

方形周溝墓の出現は弥生時代中期前葉ないし中葉で、中期後葉から遺跡数が増加するが、この時期

に形成された墓域は弥生時代後期にまで長期継続する場合が多い。周溝墓の規模は一辺１０m程度が

普通である。墓域構成では、周溝墓群が多数密集して検出された遺跡（小浜市府中石田遺跡など）と、

各周溝墓が散在的に検出された遺跡（福井市今市岩畑遺跡など）の二者がある。

丘陵上の墳墓（第４図）

弥生時代中期後葉になると、居住域から離れた丘陵上に墳墓が造られる。鯖江市王山４０号墓（２６×

２７m）のように大型の方形墳墓もあるが、四周に周溝を巡らす方形周溝墓の構築方法を踏襲するもの

や、丘陵を削り出して方形墳丘を形成する墳墓、丘陵尾根を深い溝で分断し、斜面側を削り出して整

形する墳墓がある。後二者をいわゆる「方形台状墓」と分類することも可能であるが、「丘陵上に造

られた方形周溝墓」との区別は困難である（前田２００４）。

（２）弥生時代後期の様相

側面を整形しない台状墓

弥生時代後期後半も一辺１０～１５m程度の方形周溝墓・台状墓が一般的であるが、この段階に造墓

を始めた墓域はそのほとんどが丘陵上にある。また、丹後地域で盛行した、墓坑を掘り込む平坦面の

みを整形し墳丘部分を整形しない所謂「卓状墓」（福島２００３）が若狭地域において出現する（小浜市

木崎山遺跡など）。

四隅突出型墳丘墓

越前地域では山陰系墳墓の「四隅突出型墳丘墓」が出現する。福井市小羽山３０号墓（主丘部２６×２２

m）・同２６号墓（主丘部２７×２０m）はこの段階の最大規模の墳墓で、いずれも貼石・列石は無く、短

小な突出部を持ち、およそ５０～７０個体分の祭祀土器を墓坑上に集積している。貼石・列石を欠く以外

は山陰地方の四隅突出型墳丘墓における葬儀形式をほぼ忠実に再現していると評価してよい。四隅突

出型墳丘墓は、若狭地域では現在のところ検出例はない。

（３）弥生時代終末期の様相

方形の大型墳墓（第５図）

弥生時代終末期も一辺１０～１５mの方形周溝墓・台状墓を中心とするが、大型墓では方形墓の方に

類例が目立つ（福井市原目山墳墓群・永平寺町乃木山墳丘墓・南春日山１号墓）。これらはいずれも

越前地域の、丘陵上に造営された台状墓に限られ、特に南春日山１号墓は４３×３７mという日本海側

でも最大級の規模を有する。一方、四隅突出型墳丘墓も造営されるが、福井市高柳２号墓は主丘部７

×６m前後と小規模である。また、終末期の後葉には前方後方墳が認められるが（福井市中角１号

墓）、短小な前方部を有する全長２０mの小規模な墳墓である。

２ 被葬者と社会集団

方形周溝墓の墓域形成は、墓域の継続期間と墓域造営に参画した造墓集団の規模が、周溝墓造営数

と墓地景観に反映されていると考えられる。墳墓の墳丘規模については、弥生時代中期中葉までは相

対的であるが、中期後葉に丘陵上に出現した大型方形墓（太田山１・２号墓、王山４０号墓）では他を

― 23 ―



圧倒する規模を有する。しかし、その被葬者は階層的関係から抽出された人物ではなく、モニュメン

ト的な意味を含む墳墓と想定される（御嶽２０１１）。

墓坑数は１基を基本とするが、弥生時代後期後半～終末期においては、多葬墓の事例が認められ、

墳丘規模が大型のものに認められる。原目山２号墓・小羽山２６号墓などのように埋葬施設・副葬品に

おいて優れた内容をもつ墳墓もあり、被葬者たちの社会的位置関係を反映している。

埋葬施設は組合式箱形木棺が主体であり、木棺を持たない土坑墓もまた多い。木棺規模は長さ２m

前後が主体である。弥生時代後期後半になるとこの状況が一変し、小羽山２６号墓第１埋葬施設のよう

な重厚な埋葬施設の事例が増加する。いずれも墳丘規模や副葬品などで優れた内容を有する。一方、

弥生時代中期後葉から所謂「刳抜木棺」が散見されるが、丸木舟等からの転用棺が多いと推定され、

長さも２m前後と組合式箱形木棺と変わるものではない。

副葬品を持つものは碧玉製管玉を中心に玉類が多く、副葬品というより装着状態で埋葬されたこと

を示している。弥生時代中期後葉の太田山２号墓を嚆矢として「玉の大量副葬」が認められ、弥生時

代を通じて越前地域の大型墳墓の中心被葬者に認められる。これらについては、「頭飾り」（仁木

２００７）のような頭部装身具の可能性が高い。なお、確実な墳墓遺構ではないが（不時発見遺物）、鯖

江市西山公園遺跡から弥生時代後期前半と推定される有鉤銅釧９点が出土しており、墳墓副葬品で

あった可能性がある。

３ 墓制の地域間交流

卓状墓と墓壙内破砕土器供献

丹後地域に盛行した「卓状墓」は若狭地域のみで検出されている。一方、「墓壙内破砕土器供献」

は若狭・越前両地域で近年確認事例が増加しており、府中石田遺跡 SX７など６墳墓が挙げられる。

「卓状墓」の埋葬施設もあり、活発な人的交流の足跡と考えられる。

四隅突出型墳丘墓

現時点では小羽山墳墓群の８基と高柳２号墓の１基が知られ、そのすべてが貼石・列石を持たない

点で、その造営に際しては越前の主体性を認め得る。弥生時代後期後半においては越前地域の有力墳

墓として評価しうるが（小羽山３０・２６号）、終末期以降はむしろ方形墓に優れたものがあり、越前地

域における首長墓クラスの墳墓形態としては継続していかないようだ。

【参考文献】

仁木 聡 ２００７「山陰の弥生墓と副葬された玉製品－頭飾を中心にして－」『四隅突出型墳丘墓と弥

生墓制の研究』島根県古代文化センター・島根県埋蔵文化財調査センター

福島孝行 ２００３「いわゆる丹後地域方形台状墓概念の再検討」『弥生時代の墳墓と祭祀』京都府埋蔵

文化財研究会

前田清彦 ２００４「越前・若狭の弥生墳墓」『台状墓の世界』但馬考古学研究会

御嶽貞義 ２０１１「コシの弥生墓制」『日本海側の弥生墓制』福井県鯖江市教育委員会
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第２図 小浜市府中石田遺跡（部分）

第１図 主要墳墓編年図

第３図 福井市今市岩畑遺跡

第４図 鯖江市王山４０号墓

第５図 福井市原目山墳墓群
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加賀地域における弥生時代の墓制について

下濱 貴子（小松市埋蔵文化財センター）

はじめに ～対象地域と時期区分について～

加賀地域における墓制の研究は、古くから金沢市七ツ塚墳墓群の例が知られている。加えて、平成

に入り金沢市西念南新保遺跡や白山市旭遺跡群、小松市八日市地方遺跡の例から、おおよその出現と

展開の把握へと繋がっている。また、木棺遺存の好例はないものの、墓壙に残る痕跡を基に、木棺形

式や主体部法量からの成果（前田１９９８）が発表されている。報告対象地域は、主に手取扇状地及び

南加賀地域を対象としている。時期区分は、細分可能な限り、前期（�）、中期前葉（�）、中期中葉
（�）、中期後葉（�）、後期前半（�前半）、後期後半（�後半）、庄内式前半（�）として表記して
いる。

１ 墓制の変遷と分布

（１）墓制の変遷

縄文晩期から継続する土器棺墓は�期まで継続しており、�期の墓制に関しては不明瞭である。た
だ、金沢市矢木ジワリ遺跡や八日市地方遺跡における土壙墓の可能性があげられる。方形周溝墓の出

現は�期前半がもっとも古い。おおよそ櫛描文波及とともに展開する環濠集落との形成と連動するも
のと考えている。その後、小松式土器の展開とともに�期後半頃には、加賀地域内に普及するものと
思われる。また、この地域に特徴的なものとして、�期から�期にかけて、住居に近接する形で土壙
墓（木棺墓）が展開する傾向がみられる。大規模環濠集落の解体がみられる�期には南加賀地域にお
ける例はみられないが、おそらく、低地から台地、丘陵上への集落の展開とともに、台状墓の造成を

想定している。また、�期には、旭遺跡群内から四隅突出型墳丘墓の出現や西山墳墓群、寺井山墳墓
群など、突出した墓がみられるようになる。

（２）立地と分布

手取扇状地から梯川流域にかけては、集落が確認されている数に比べると墓域の確認が非常に少な

いのが現状である。縄文晩期から継続する遺跡では、弥生時代前期前半まで土器棺墓がみられる。沖

積低地に河川志向集落が成立する農耕主体の生業へと移行する弥生時代中期には、集落に隣接して墓

域が営まれている（集落型墓域）が、�期以降になると、加えて居住域から分離して墓域を形成する
（集落外型墓域）もみられるようになる。

２ 方形周溝墓を中心とした造営のあり方

（１）墓の規模と形態

八日市地方遺跡では、�期から�期の継続した方形周溝墓の造墓が確認でき、居住域と墓域のセッ
トが複数みられる。規模は、６m～１４mほどで、集落外縁部から大型の墓を核として造営。形態は、

四隅切れのものから、環濠の溝間の高まりを利用して直交する溝をきることで営まれるあり方や、陸

橋部を１つから３つ設けるもの、全周するものまでみられる。大型のものは長方形を呈する。その他

の�期にみられる猫橋遺跡や上安原遺跡でもおおよそ同様である。�期から�期には四隅切れが卓越
する。規模は２０mを超えるものから６m前後のものと明瞭な格差がみられるようになる。

（２）主体部の様相

方形周溝墓の主体部は、弥生時代中期段階（�～�期）は墳丘上は単数埋葬であり、�期以降は、
複数埋葬もみられるようになり、墳丘上での中心埋葬の意識も明瞭になる。主体部の種類は、木棺墓、

素掘りの土壙墓がみられ、胎児、小児棺にあたる土器棺は、墳丘上には現在のところ確認できない。
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方形周溝墓内の木棺埋葬

木棺墓は、木材遺存例は少なく、八日市地方遺跡の小口のみであるが、掘込痕跡や詳細な土層観

察により、�期には�－a型、�型、�型とも確認できる。�期は、当該地域では良好な資料に恵ま
れていないが、同時期の県内の資料をみる限り、�－a型、�型がみられ、�期の様相が継続するも
のと思われる。�期以降には、�－a型は�型に比べ、優位性が述べられている（前田１９９８）。
人骨の遺存は悪く、埋葬姿勢がわかる例はないが、墓壙法量から、成人、小人のおおよその判断は

できるものとしてみていくと、�期以降には、複数埋葬とともに小人も墳丘内に葬られる様相が見受
けられる。

（３）副葬品

方形周溝墓主体部、木棺墓には、�期から�期にかけては、着装品と想定する管玉が複数みられる。
�期以降は、鉄製品（剣、刀、鏃）などが加わり、朱の撒布も確認できるものもみられるようになる。
参考文献

福永伸哉 １９８５「弥生時代の木棺墓と社会」『考古学研究 第３２巻第１号』考古学研究会

福海貴子 ２００５「小松市八日市地方遺跡」『石川考古学研究会々誌 第４８号』石川考古学研究会

福海貴子 ２００６「石川における墓と集落の位置関係」第１２回例会要旨集中部弥生時代研究会

古川 登 ２００２「日本海地域における弥生集団墓の様相」『考古学ジャーナル ４８４』

布尾和史・安 英樹 ２００５「縄文晩期から弥生中期の遺跡群の変遷～手取扇状地遺跡群の検討から

～」『第４回考古学研究会東海例会 縄文晩期～弥生中期の地域社会の変容過程』第４回考古学

研究会東海例会事務局

前田清彦 １９９９「北陸の木棺墓とその展開」『北陸の考古学�』石川考古学研究会
松任市教育委員会 １９９５『旭遺跡群�』
松任市教育委員会 １９９５『松任市野本遺跡』

犀川左岸域
（手取扇状地）
犀川左岸域
（手取扇状地）

梯川流域

三湖周辺
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能登地域における弥生時代の墓制

林 大智（財団法人石川県埋蔵文化財センター）

はじめに

弥生時代を象徴する墓制である方形周溝墓は、弥生時代中期中葉に能登地域で受容され、本格的な

弥生文化が展開する中期後葉に至り、当地域における墓制の主体を占めるようになった。

本稿では、この方形周溝墓に代表される区画墓と、墳丘や区画施設をもたない土坑・木棺墓を整理

することにより、能登・北加賀地域における弥生墓制の特徴とその変遷過程を明示していきたい。

１ 区画墓の規模と平面形態の変遷（第１・２図）

方形周溝墓が普及する中期後葉には、長軸５～８mの墳丘規模を有するものが主体となる。長軸１０m

を超える大型墓は墓群中に１・２基程度存在し、すでに規模的格差を明確に見出せる。墳丘平面形態は

長方形を呈するものが多く、周溝形態は東海系譜と推測される g類を主体に、多数の系統が混在する。

後期前葉～後葉には、台状墓を主体に長軸１５mを超える大型墓が出現し、小・中型墓の平面形態

は正方形化する傾向が窺える。周溝形態は g類がさらに増加し、a類以外の系統が衰退・消滅する。

墳丘規模の格差が明確になる終末期には、長軸１５mを超える大型墓が増加する反面、長軸５m以下

の小型墓がほぼ消滅する。周溝形態は引き続きg類が主体を占めるなか、a類が増加する傾向を窺える。

２ 区画墓上の埋葬施設数と墳丘規模の関係

中期の方形周溝墓は、埋葬施設を墳丘中央に単数設置するものが圧倒的多数を占める。

後期になると、丘陵上に立地する区画墓で、複数の埋葬施設を設置するものが増加し、なかでも、

大型の台状墓で４基以上の多数埋葬が顕著に認められる。一方、低地に立地する方形周溝墓は、中期

と同様に墳丘中央の単数埋葬を主体としたものが多く確認できる。

終末期には、再び単数埋葬が増加し、大型の台状墓でも単数埋葬のものが出現する。丘陵上に立地

する区画墓では、依然複数埋葬を主体とするが、多数埋葬は大幅に減少する。

３ 木棺の規模と副葬頻度の推移（第３図、第１表）

中期の木棺は、�型木棺（福永１９８５）を主体とし、規模は長軸０．８～１mと１．３～２m程度のまと
まりが見出され、前者が小児棺、後者が成人棺に対応する可能性が高い。木棺・墓坑規模ともに、無

墳丘の木棺墓が卓越し、副葬品の出現頻度も高い傾向を窺える。

後期には�型木棺が増加し、中能登町吉田経塚山遺跡で検出した�・�型を折衷したような木棺と
共に、山陰・北近畿などの日本海沿岸地域からの影響が色濃い。この時期には、副葬品として鉄器や

ガラス小玉が出現し、区画墓内埋葬施設への副葬も増加するが、無墳丘の土坑・木棺墓と出現頻度は

変わらない。木棺規模は長軸１．４m程度を境とするまとまりが存在し、中期と比べて長大化する。

終末期には、再び�型木棺が主体となると共に、刳抜式木棺が顕在化する。刳抜式木棺は台状墓の
中心埋葬にほぼ限定的に用いられるため、階層上位の木棺型式と考えられる。木棺の長大化や墓坑の

大型化が進展する一方で、長軸１m以下の小規模木棺がほぼ消滅する。副葬品の出現頻度は、区画

墓の中心埋葬施設が最も高くなり、鉄製武器の副葬も中心埋葬にほぼ限定される。

４ 墳墓の構成と集落・墓域の位置関係（第４・５図）

方形周溝墓が普及する以前の中期前葉～中葉には、居住域と隣接して木棺墓（中期中葉に導入開始）

や土坑墓が２・３基程度の単位で墓域を構成するが、中期後葉に至り、この墓域に方形周溝墓が加わ

る。土坑・木棺墓と方形周溝墓はそれぞれ墓群を形成し、互いの墓群領域は隣接しながらも重複する

ことは少ない。低地の遺跡では、後期に至ってもこのような墓群構成に大きな変化はみられない。
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一方、後期前葉～後葉には、集落形成の困難な尾根上に台状墓が出現する。同時期の集落は、丘陵

裾部や近接する台地上に営まれており、墳墓とその造営集落の間に距離や高低差が生じ始める。

終末期には、低地でも集落と墓域の乖離が明確になり、両者の間に河川や溝などを挟むことも多い。

おわりに

能登・北加賀地域における弥生時代墓制の整理により、集落と墓域の乖離や、墓域内から大型墓が

隔絶化する過程が窺え、後期後葉にその変革期を見出すことができた。この時期は、区画墓墳丘上の

多数埋葬、�型木棺の盛行と木棺の長大化、副葬品としてのガラス小玉や鉄製武器の導入など、山陰・
北近畿に代表される日本海沿岸地域からの影響が色濃く窺え、これらの地域からもたらされた物資・

情報などが、能登・北加賀地域で墓制変遷の画期を引き起こす大きな要因となったことを推測できる。

【引用・参考文献】

高橋浩二 ２００９「北陸における弥生墓制」『中部の弥生時代研究』 中部の弥生時代研究刊行委員会

戸谷邦隆・永井三郎 ２０１０『七野墳墓群発掘調査報告書』 七野古墳発掘調査会

土肥富士夫ほか １９８２『細口源田山遺跡』 七尾市教育委員会

福永伸哉 １９８５「弥生時代の木棺墓と社会」『考古学研究』第３２巻第１号 考古学研究会

前田清彦 １９９１「方形周溝墓平面形態考」『古代文化』vol．４３ 財団法人古代学協会

前田清彦 １９９９「北陸の木棺墓とその展開」『北陸の考古学�』 石川考古学研究会

第１図 方形周溝墓と台状墓の墳丘規模 第２図 周溝墓平面形態の変遷

第１表 埋葬施設の副葬品出現頻度

第３図 木棺規模の変遷
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第４図 七尾市細口源田山遺跡の位置と主要遺構配置図

第５図 津幡町七野墳墓群と周辺の関連遺跡

副葬品上の数字は
出土点数を示す。
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富山県における弥生時代の墓制

青山 晃（公益財団法人富山県文化振興財団）

はじめに

富山県内における弥生時代の墓は中期後葉以降、方形周溝墓が主要な墓制となる。その他、土坑墓・

甕棺墓なども確認されるが、今回は主要な墓制となる方形周溝墓を中心に県内の様相を示しておく。

１ 中期の様相

６遺跡で２４基の方形周溝墓が確認されている（表１）。高岡市の佐野台地北部縁辺部を中心に分布

する。中期の遺跡は県内各地で確認されているが、方形周溝墓の分布に片寄りがあることは、墓制採

用のあり方に違いがあった可能性がある。

方形周溝墓の平面形態は周溝の四隅、もしくは１か所が切れる形態となる。石塚遺跡・石名瀬A

遺跡で両者が確認されるが、形態の違いにより構築位置・方位の規範が異なる傾向がある（図１）。

規模は、長軸で最大１１．７m以上、最小４．３mとなる。墳丘の面積では最小で１３㎡（高島A遺跡 SX

０１）、最大で１３４．６㎡以上（下黒田遺跡 SZ１）となり、明確な規模の違いが存在する（グラフ１）。

集落との関係では、建物を切るように方形周溝墓が造営される例や、工房址が近接して確認される

例などから、居住域と墓域とが明瞭に分離せず、隣接していたことを示す。

２ 後期～終末期の様相

県内では後期以降も主要な墓制は方形周溝墓で、１０遺跡で計９９基に及ぶ（表２）。終末期にかけて

はそれ以外に、四隅突出型・前方後方型の墳丘墓も確認される。

形態は方形周溝墓では四隅、もしくは数カ所の隅が途切れる形態を中心とするが、周溝１辺の中央

部が切れる形態が下佐野遺跡や百塚遺跡で、前方後方墳（墳丘墓）に先行して構築される（図２）。

規模は後期における方形周溝墓では百塚遺跡 SZ１９が約２７０㎡と隔絶した規模を誇る。それ以下では

１５０㎡前後・１１０～７５㎡・５０㎡未満の規模に分かれる。終末期には１１０㎡以上・８４～６０㎡・６０㎡未満の

規模に分かれる（グラフ２・３）。

集落との関係では、布目沢北遺跡では後期の居住域が終末期には墓域となる。下佐野遺跡では終末

期に居住域から墓域へと変わる。南太閤山�遺跡では谷を挟んで居住域と墓域とが対峙する。千坊山
遺跡群では丘陵上に位置する墓域の眼下に集落が形成される。このように、居住域から墓域へ土地利

用が変わることがあるが、同時に居住域・墓域としての利用は行われず、分離された状態となる。

また、方形周溝墓は後期～終末期に県内各地で確認されるが、円形周溝墓は終末期以降、主に県東

部で採用される。円形周溝墓は弥生時代前期には岡山県・香川県付近の備讃瀬戸沿岸地域に定着した

後、中期以降は播磨灘沿岸を経て東方・北方に拡大し、庄内期では摂津を中心に河内・大和・京都丹

波・琵琶湖沿岸地域へ分布域を広げるように、東偏傾向にあるとされる（岸本２００１）。こうした動向

の中で富山県東部へ波及したとするには、今後の検討がさらに必要となろう。

おわりに

県内の弥生時代における墓制は、中期以降に方形周溝墓を中心とし、終末期には四隅突出型墳丘墓・

前方後方型墳丘墓が加わる。また、県東部に円形周溝墓が確認できる。方形周溝墓の規模は各時期に

複数のランクがあり、階層的な序列があった可能性を示唆している。墓域と集落との関係は、中期で

は近接、後期以降では分離する傾向がある。
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図１ 中期の事例

図２ 後期～終末期の事例
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表１ 富山県内弥生時代中期方形周溝墓一覧

表２ 後期～終末期の主要遺跡毎墳墓数

参考文献

射水市教育委員会 ２００７『高島A遺跡発掘調査報告』
岡田一広 ２００５「富山平野における弥生墓制」『季刊考古学』第９２号 雄山閣
小矢部市教育委員会 １９７９『富山県小矢部市 平桜川東遺跡』
鹿島昌也 ２０１２「第�章 総括」『富山市 百塚遺跡発掘調査報告書』富山市教育委員会
岸本一広 ２００１「弥生時代の低地円丘墓について」『兵庫県埋蔵文化財研究紀要』創刊号 兵庫県教育委員会埋蔵文化

財調査事務所
上市町教育委員会・富山県埋蔵文化財センター１９８１『北陸自動車道遺跡調査報告 上市町遺構編』
上市町教育委員会 １９９９『富山県上市町 放士ヶ瀬北遺跡発掘調査概報』
新湊市教育委員会 ２０００『富山県新湊市 高島A遺跡発掘調査概要』
高岡市教育委員会 １９９３『市内遺跡調査概報�』
高岡市教育委員会 １９９５『石塚遺跡調査概報�』
高岡市教育委員会 ２００７『石塚遺跡調査報告』
高岡市教育委員会 ２０１１『下佐野遺跡調査報告�』
高岡市教育委員会 ２０１２『石名瀬A遺跡発掘調査報告』
富山県教育委員会 １９７０『囲山遺跡』
富山県教育委員会 １９８３『都市計画街路 七美・太閤山・高岡線内遺跡群発掘調査概要』
富山県教育委員会 １９８４『都市計画街路 七美・太閤山・高岡線内遺跡群発掘調査概要（２）』
富山県文化振興財団 ２０１３『下黒田遺跡 下佐野遺跡 諏訪遺跡 蔵野町東遺跡 蔵野町遺跡 駒方南遺跡発掘調査報告』
富山県埋蔵文化財センター １９８９『三谷遺跡・一ツ山古墳群』
富山県埋蔵文化財センター ２０１１『富山県高岡市 下佐野遺跡発掘調査報告書』
富山県埋蔵文化財センター・大門町教育委員会 １９９１『大門町企業団地内遺跡発掘調査報告（１）』
富山県埋蔵文化財センター・大門町教育委員会 １９９２『大門町企業団地内遺跡発掘調査報告（２）』
富山市教育委員会 １９７５『富山市 杉谷（A･G･H）遺跡発掘調査報告書』
富山市教育委員会 ２０００『富山市 水橋清水堂南遺跡』
富山市教育委員会 ２００９『富山市 百塚住吉遺跡 百塚住吉B遺跡 百塚遺跡遺跡発掘調査報告書』
富山市教育委員会 ２０１２『富山市 百塚遺跡発掘調査報告書』
豊島尚宏 ２００５『弥生時代の鉄製刀剣』 奈良文化財研究所
婦中町教育委員会 ２００２『富山県婦中町 千坊山遺跡群試掘調査報告書』
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新潟県における弥生時代の墓制

加藤 由美子（長岡市教育委員会）

はじめに

新潟県の弥生文化は、前時代から引き継がれた縄文文化を素地としながら、東北・中部高地・北陸

の三地方の強い影響の下、成立・成熟する。墓制もまた然り。新潟県の弥生時代の墓制には、再葬墓・

周溝墓・土坑墓があるが、その消長は他地域の影響を考えずして理解することはできない。ここでは、

再葬墓が主体となる前期から中期前葉、周溝墓が出現する中期中葉から後葉、周溝墓が隆盛する後期

の三時期に分けてその変遷を追ってみる。

１ 弥生時代前期～中期前葉

主な墓制に再葬墓と土坑墓がある。再葬墓は縄文時代の伝統を継承する墓制で、一度埋葬した遺骸

を後に掘り出し、その骨を集めて、壺や甕に納めて二次埋葬を行う習俗である。県中部から北部の阿

賀野川流域と信濃川下流域に分布する。調査では複数基まとまって検出されることが多い。

新発田市村尻遺跡（第１図）には再葬墓９基と土坑墓２基があり、再葬墓と土坑墓がひとつの墓域

に共存する様子が窺える。再葬墓である第９１号土坑は、在地系の壺と東海系の条痕文の壺が計６個、

整然と配置される。第１２号土坑は平面が長楕円形を呈す土坑墓で、副葬品の大型壺とヒト形土器、二

次埋葬に伴うと思われる焼骨が一緒に出土し、一次埋葬と二次埋葬の２つの要素を兼ね備えた墓とし

て注目される。この時期の墓域と居住域の関係は不明な点が多いが、阿賀野市猫山遺跡では再葬墓に

近接して３棟の掘立柱建物が検出されている。他には、阿賀野市六野瀬遺跡・大曲遺跡、胎内市分谷

地A遺跡、新潟市緒立遺跡、長岡市三ノ輪遺跡でも墓が確認されている。

２ 弥生中期中葉～後葉

再葬墓は姿を消し、土坑墓と周溝墓が主体となる。周溝墓は、北陸系の小松式土器の波及とともに

県内に導入される。この時期は墓域が未だ独立せず、墓は居住域に築かれる。

玉作遺跡としても知られる柏崎市下谷地遺跡（第２図）の周溝墓は、掘立柱建物の隙間を縫うよう

に配置される。これについては、建物の建て替えに伴い順次墓が築造されたとの指摘がある〔笹澤

２０１２〕。下谷地遺跡のように墓が居住域に混在する例は、長岡市五千石遺跡の方形周溝墓や上越市吹上

遺跡の玉作工房群中の土坑墓にも見られ、この時期の新潟県の墓制を特徴付ける要素のひとつである。

吹上遺跡（第３図）では中期末以降に方形周溝墓が本格的に導入される。１号方形周溝墓は、北側・

南側の周溝で中部高地系の栗林式土器が多く、西側・東側の周溝では北陸系の小松式土器が多い状況

が明らかとなり、葬送儀礼における土器供献の在り方を考える上で興味深い。また、銅鐸形石製品も

出土しており被葬者の解明が期待される。一方、この時期は丘陵上にも周溝墓が出現する。三条市内

野手遺跡では、標高３３mの丘陵先端部に方形周溝墓が単独で築かれる。平地との比高差が２１mあり、

眺望に優れたこの地が墓域に選択された意義は、後の墓制を考えると大きい。周溝から東北系と中部

高地系の土器が出土し、多系統の文化を受け止めながら成熟する、新潟の弥生文化を象徴するかのよ

うな遺跡である。

弥生時代前期に再葬墓を採用した県の北部に位置する阿賀野市狐塚遺跡では、中期後半の土坑墓群

が知られる。調査で検出された遺構は土坑墓のみで、居住域との関係は不明である。完形ないし完形

に近い甕・壺・高杯が、墓坑内の底面に据えられた或いは墓坑の上部にあたかも供えられた状態で出

土した。北陸系の土器を意識したであろう施文や器形の土器も含まれ、北陸からの文化の波及が認め

られる。現時点で阿賀野市を始めとした県北部では方形周溝墓は確認されておらず、前時期に続き、
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土坑墓が主体の墓制が展開していたと考えられる。

３ 弥生時代後期

土坑墓と周溝墓が主体をなすことには変わりないが、前時期と比べて周溝墓の数が増加する。また、

この時期初めて墓域が居住域と離れて独立する。墓の立地では、高地性集落の出現と共に丘陵上に築

かれる墓が見られるようになる。鉄器やガラス玉などを伴う土坑墓もこの時期の特徴である。

中期末で触れた上越市吹上遺跡では、墓域が居住域から独立する。周溝墓は列を成すように築かれ、

一部で周溝の共有も認められる。吹上遺跡に程近い上越市今泉釜蓋遺跡（第４図）では、後期後半に

１２基の周溝墓が列を成して築かれる。近接する釜蓋遺跡の墓域と考えられる。中期中葉に北陸からも

たらされた周溝墓が、この時期ようやく北陸と同じルールに従って築かれるようになったと言える。

妙高市斐太遺跡は後期の高地性集落である。矢代山B地区で３基の土坑墓が確認され、２基から

副葬品の鉄鏃が出土した。土坑墓に近接して竪穴住居跡も見つかっており、ここでは墓域と居住域が

分離していない。近年の調査で後期前半の墳丘墓や墓坑群も確認されており、築造方法に丹後地方の

台状墓とのつながりも指摘される。新潟県最北の高地性集落・村上市山元遺跡では、標高３９mの丘

陵上で後期前半の土坑墓が７基見つかり、土坑墓 SK１から６８個のガラス小玉が出土した。県内のガ

ラス小玉の出土例としては最多の数を誇り、伴う土器は東北系である。長岡市屋鋪塚遺跡では、比高

差４３mの丘陵上で周溝墓１基が確認されている。尾根のピークを削り出して造られ、中央に長さ４．１

m×幅１．９m×深さ１mの墓坑を持つ。墓坑内破砕土器供献が認められ、丹後地方の台状墓の特徴を

兼ね備えた周溝墓として注目される。

一方、長岡市姥ヶ入南遺跡の後期後半の周溝墓は、副葬品に鉄斧や鉄剣を持つ点で他の周溝墓とは

一線を画している。同じく長岡市奈良崎遺跡で見つかった後期の周溝墓群は、傍らに住居址を伴い、

その脇に古墳時代前期の円墳が築かれている。古墳の主体部から捩文鏡・水晶製勾玉１点・緑色凝灰

岩製太型管玉３点が出土し、弥生の周溝墓から古墳へ遷り行く様子が確認できる好例である。

おわりに

新潟県の弥生文化は極めて複雑で一例一例が個性的であり、一定の型式には当てはめにくい。ここ

で見てきた墓制も、そのことを雄弁に物語っているのではないだろうか。各地方から同心円状に波及

する文化、そして海を介してピンポイントで入ってくる文化の二通りの道筋を念頭に起き、理解して

いく必要があるだろう。

【引用・参考文献】

新井市教育委員会 ２００５『斐太歴史の里確認調査報告書�』
笹澤正史 ２０１０「北陸北東部の様相」『方形周溝墓の埋葬原理�』鯖江市教育委員会
笹澤正史 ２０１２「下谷地遺跡の集落構造について」『新潟考古』第２３号 新潟県会考古学会

三条市教育委員会 １９９９『内野手遺跡・経塚山遺跡』

新発田市教育委員会 １９８３『村尻遺跡�』
上越市教育委員会 ２０１０『今泉釜蓋遺跡』

上越市教育委員会 ２０１１『吹上遺跡�』
燕市教育委員会 ２０１０『五千石遺跡２区・４区西地区』

寺泊町教育委員会 ２００４『新潟県寺泊町屋鋪塚遺跡発掘調査報告書』

新潟県教育委員会 １９７９『下谷地遺跡』

新潟県教育委員会・（財）新潟県埋蔵文化財調査事業団 ２００２『奈良崎遺跡』

新潟県教育委員会・（財）新潟県埋蔵文化財調査事業団 ２００９『山元遺跡』

新潟県教育委員会・（財）新潟県埋蔵文化財調査事業団 ２００９『庚塚遺跡・狐塚遺跡』

新潟県考古学会 ２００５『シンポジウム 新潟県における高地性集落の解体と古墳の出現』
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第１図 新発田市村尻遺跡第９１号土坑
（遺構S＝１／５０、遺物S＝１／１６）

第４図 上越市今泉釜蓋遺跡
遺構配置図（S＝１／１２５０）

第２図 柏崎市下谷地遺跡遺構配置図
（S＝１／１２５０） 第３図 上越市吹上遺跡遺構配置図（S＝１／１２５０）
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東北地方日本海側における弥生時代の墓

木村 高（青森県埋蔵文化財調査センター）

はじめに

東北地方における弥生時代の墓は、均質な時空間分布を示さない。特に日本海側の事例は、太平洋

側に比べ極めて少なく、１遺跡から数基程度の検出パターンが殆どを占め、縄文・古代の遺構・遺物

と複合して検出される場合も多い。

１ 東北地方日本海側における弥生時代の墓

第１期＝弥生時代前期後葉～中期前葉、第２期＝中期中葉～後葉、第３期＝後期、第４期＝終末期

（古墳早期）と区分し、形態の変遷、分布の経時変化、副葬／供献品・着装品、儀礼具・儀礼痕跡、

墓群・墓域・居住域との関連、地域間の交流に関する概略を、若干の所見を交えて第１表に示した。

第１期～第４期までの流れを大まかに見渡すと、第２期の前半（中期中葉）までは縄文時代の諸要

素が継続（北部では北海道続縄文文化と連動、中部南半～南部では太平洋側の中部南半～南部と連動）

し、それなりの進展をみせるが、中期後葉以降は、墓の存在が希薄となり（住居跡等も同様）、副葬

品類の種類も減少することから、かなりの変化が生じた状況を認め得る。

極端とも言えるこの事象の背景を探るには、気候変動や自然災害等の諸情報を総合的に検討する必

要がある（山形西高敷地内遺跡では、縄文～平安時代にわたって幾度も洪水氾濫に襲われている（佐

藤庄一ほか１９９３））。

２ 方形周溝墓について

東北地方日本海側における弥生時代方形周溝墓の検出は、現時点ではみられない。初現は古墳時代

前期であり、南部山形県域の米沢盆地に認められる。佐藤鎭雄（２０１１）は、この地域における最古相

のものとして、川西町下小松古墳群陣ヶ峰支群の「J－１号墳」（齊藤２００３）と米沢市比丘尼平「１

号方形周溝墓」（手塚１９８８）を位置づけ、さらに佐藤は「J－１号墳」を「前方後方形周溝墓」として

いる。

注視したいのは、方形周溝墓と「前方後方形周溝墓」という２つの形態が時空間的に近接して構築

されている点と、隣県の福島県域には後期の段階で方形周溝墓は既に存在しているにもかかわらず、

米沢盆地にはやや遅れて導入されている点である。米沢盆地という地理的特性より察し、これらは会

津盆地周辺を経由して伝播したものかも知れない。

おわりに

古墳時代前期以降、中部～南部の山形県域は古墳文化の中に収まり、周辺地域との関係を深めなが

ら発展するが、一方で北部は、北海道続縄文文化との関係を深めながら、別の文化を形成していく。

この要因は、地理的条件が第一に作用していることは確かだが、山形県河原田（中期後葉）にみられ

る南系統の墓、青森県宇鉄（中期中葉）及び板子塚（中期後葉）にみられる北系統の墓は、その地域

における次代の方向性を暗示している。

【引用・参考文献】

齊藤敏明 ２００３『下小松古墳群（５）』川西町教育委員会

榮一郎 １９９０『はりま館遺跡発掘調査報告書』秋田県文化財調査報告書 第１９２集 秋田県埋蔵文化財センター

佐藤鎭雄 ２０１１『やまがたの古墳時代－最上川流域のムラと古墳－』山形県立うきたむ風土記の丘考古資料館

佐藤庄一 １９９３『山形西高敷地内遺跡 第５次発掘調査報告書』山形県埋蔵文化財調査報告書 第１９２集

菅原俊行 １９８６『秋田新都市開発整備事業関係埋蔵文化財発掘調査報告書－地蔵田B遺跡－』秋田市教育委員会

手塚孝 １９８８『比丘尼平発掘調査報告書』米沢市埋蔵文化財調査報告書 第２１集 米沢市教育委員会
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第１表 東北地方日本海側における弥生時代の墓（概略）
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第１図 地域区分図・各地の弥生時代の墓・方形周溝墓と前方後方形周溝墓（古墳時代前期）

― 40 ―



討論と見学会について

９名の講師による発表終了後、総括として討論が

行われた。討論では第一に方形周溝墓を含む北陸の

弥生時代の墓について、他地域との異同を確認する

中で北陸の墓制の特徴を明らかにし、第二に北陸の

方形周溝墓の出現についてその時期と系譜を検討

し、第三に墳形、墳丘規模、副葬品等から想定され

る階層性について踏み込んだ。

まず第一の検討課題について、北九州では後期に

なると墓の規模が縮小するのに対し、山陰以東では

台状墓や四隅突出型墳丘墓など大型墓が出現してお

り、それらを築造するための労働力の集約と社会基

盤の整備が背景にあったことが想像される。また、甕棺墓が中心となる北九州では集落との関係が不

明瞭なのに対し、墓と集落との地理的関係が密に捉えられていることが指摘された。山陰との対比に

おいては、後期後半に四隅突出型墳丘墓が築造される点では共通するものの、潟湖周囲に墳丘墓が築

造され、近接して土坑墓、木棺墓が形成される傾向がある点、大型墳丘墓の近接集落には同時代の大

型竪穴建物が存在する点で北陸とは異なることが確認された。近畿北部との対比では、丘陵上に方形

周溝墓が築造されるのは中期初頭までであるのに対し、北陸では逆に低地から丘陵上に立地が移動す

るという違いが指摘された。また、後期初頭に土器供献など画期を見いだせる近畿北部に比し、北陸

は画期がやや遅れるとの指摘もなされた。

第二の検討課題については結論から言えば北陸地方における方形周溝墓の出現期は中期前葉、本格

的に普及するのは中期中葉である。若狭で調査された中期前葉の事例が最も古く、越前以東について

は中期中葉以降に導入された墓制である点が確認された。若狭で早い段階で方形周溝墓が採用される

背景には西接する近畿北部ではなく大和や河内の影響が想定されるとの見解が出されたが、近畿北部

の様相を見ると墓制に関しては近江―若狭ルートが先に開けた可能性があるとの見解も示された。中

期中葉の方形周溝墓が確認されている小松市八日市地方遺跡では、集落内部が居住域と墓域のセット

から構成される三つのグループに分かれるが、それぞれで採用された墓の形態が異なることから、一

地域だけからの影響を受けているのではないことが窺われ、集落開始時期の土器様相には近畿北部の

影響が確認されていることからすると、単純に若狭に導入された墓制が東遷していったとは言えない

状況がある。

また円形周溝墓については播磨・摂津などが分布域の中心であり、近畿では中期中葉には方形周溝

墓と共存するが後期に減少、終末期に再び増加に転じる様相がみてとれることから、越中で確認され

ている弥生終末期～古墳初頭頃の円形周溝墓についても後発期の段階に近畿から影響を受けた可能性

があるとの指摘もあった。なお、円形周溝墓と報告されていた能美市西山墳墓群の西山６号墓に関し

ては、近年の検討で、土坑墓の構築後に後期古墳の円墳が築造され、後に墳丘が削平された結果、円

形周溝墓と誤認した遺構であるとする見解が参加者から発表された。

第三の検討課題である階層性に関しては、山陰の様相として高塚の墳墓が墓の階層の頂点にあり、

周溝墓はワンランク下であるとの見方が示されたが、鳥取県妻木晩田遺跡の調査例からすると、集落
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人口の大半は階層最下の無埋葬であった可能性が高

いと報告された。

北陸全般については、平地に立地する方形周溝墓

よりも丘陵上に立地する台状墓などの方が副葬品は

多彩で、特に後期後半にその内容が豊かになること

が確認された。能登では後期に埋葬施設が大型化す

る様相があり、後期後葉に鉄製品とガラス玉が副葬

品に採用される点に階層性がみてとれる。これら副

葬品については西日本との交流品と想定されること

から、遠隔地との交流によって得た武器や装身具を

所持することが当時のステータスであったこと、そ

れらが北陸以東まで運ばれている点から、北陸が西日本との交流の窓口ともなっていたとの見解も示

された。

今回の研究集会では日本海側の周辺地域における最新の研究成果との対比によって、北陸の弥生時

代の墓の特性が明確になった。その一方で、これまで貼り石を持たない四隅突出型墳丘墓については

越前の主体性を示すものと理解されていたが、山陰地方にも事例が１基のみではあるものの存在する

ことが指摘され、伝播ルートなど多くの検討課題が残されていることが顕在化することにもなった。

なお、今後それらの課題が明らかにされることを期待する参加者の言葉を受けて、討論は終了した。

翌日の資料見学会では、県内各地の方形周溝墓等から出土した遺物が検討された。弥生時代後期～

終末期の墳墓群として著名な金沢市七ツ塚墳墓群出土の鉄製品や玉類、かほく市中沼C遺跡出土の

祭式土器や玉類、県内唯一の南新保C遺跡出土の銅釧、金沢城下町遺跡の下層で方形周溝墓を検出

した大手町墳墓群出土の彩文を持つ土器などが注目を集め、それらと他地域出土資料との比較検討が

行われ、系譜をどこに求めるかなど、地域間交流についての活発な意見交換がなされた。また、最新

の方形周溝墓の調査事例として七尾市千野遺跡の調査成果が紹介され、その内容について検討され

た。 （岩瀬由美）

資料見学会の様子
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